
和風会会員各位 

和風会講演会のご案内 
謹啓  
 新春の候、先生方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、和風会講演会を下記の日程により開催することとなりましたので、ご案内申し上げます。

先生方には時節柄ご多忙のこととは存じますが、万障お繰り合わせのうえ多数のご参加を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
尚、ご出席の先生方には日本精神神経学会・精神科専門医制度更新単位の 1 単位、大阪府医師

会生涯研修システムの 1.5 単位が認定されます。 
また、お車でご来場の際には梅田スカイビル駐車場をご利用下さいますようお願いいたします。 
  謹白 

記 

日 時：令和5 年 2 月 24 日（金）19:00 より 

場 所：エーザイ株式会社  
大阪コミュニケーションオフィス 33 階 A 会議室 

住 所：大阪市北区大淀中 1-1-88 
梅田スカイビルタワーイースト 33 階 

      形 式：ハイブリット開催（現地開催＋WEB 配信） 
      

＜プログラム＞ 
話題提供（19:00 ～ ） 
「不眠症治療薬デエビゴの有用性と位置づけ」 エーザイ株式会社  
 

特別講演（19:10 ～ ） 
座 長：大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 教授 池田 学 先生 

 

「        夢か、うつつか、幻か      」  
 

講 師：秋田県精神保健福祉センター   
                        所長 清水 徹男 先生 

 
共催：大阪大学精神医学教室和風会 

             エ ー ザ イ 株 式 会 社 
 

令和 5 年 1 月吉日 



抄録 
 

夢と幻、特に幻視との類似性は古来より繰り返し語られてきたことですが、夢と覚醒時の視覚認

知との共通性について語られるようになってきたのは比較的最近のことでしょう。その一つの結

節点が眼球運動、すなわち、覚醒時の衝動性眼球運動（saccadic eye movements; SEMs）とレム

睡眠の急速眼球運動(rapid eye movements; REMs)です。我々が対象を見てそれが何であるのか

を知ろうとする際のSEMsをトリッガーとして f-MRIで活性化される部位は視覚認知を始めとす

る多くの脳部位なのですが、それは REMs トリッガーとして f-MRI で活性化される部位と共通し

ています。阪大の脳波研究室が 1960 年代にアルコール離脱時の患者の睡眠で観察し命名した

stage 1-REM with tonic EMG （略して 1-REM）と振戦せん妄の患者に見られる幻視との関係に

ついて、あらためて考えてみたいと思います。 

和⾵会参加申し込み案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_0Vr3ldY9RpStaeXLK3qoEw 

 


